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特集●交通と都市の未来形

災害を生き抜くための
備えを考える
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東芝エレベータ株式会社は、既設
エスカレーターに対してより安全
で省エネ対策が可能な、総合的な
アップグレードプランを発売しま
した。
LED照明や低速待機運転など、こ

れまで新設エスカレーターでご好評をいただいている安全・
省エネに繋がる付加機能商品を既設エスカレーターにも適用
可能とし、利用者の安全性向上と省エネの促進を実現します。

お 知 ら せ

既 設 エ ス カ レ ー タ ー の
ア ッ プ グ レ ー ド プ ラ ン を 発 売

2011年10月31日発行　　発行　東芝エレベータ株式会社　広報室
〒141-0001 東京都品川区北品川6-5 -27　電話　（03）5423-3332
URL	 http://www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail	 elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト　デザイン 手塚みゆき　印刷 株式会社 メディアグラフィックス

vol.28  2011

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.28
に対するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特
選品」をお送りします。今号の特選品は、「避難バケツセット
JTB-15」です。
防災マニュアルや手回し充電ラジオライトなど、災害時に必要
な13アイテムを厳選してバケツに詰め合わせました。バケツは
水を運ぶ容器として、また踏み台
やイスとしても活用できます。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2012年1月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

vol.28 2011
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

2011年3月11日。東日本一帯を大きな地震が襲いました。
地震大国・日本では、9月1日の防災の日に全国各地で
避難訓練が行われるなど、防災に対する国民の意識は
世界でも指折りのレベルにあると言われてきました。
後に東日本大震災と呼ばれるようになったこの地震が
発生したとき、あなたは何をしていましたか？
いざというときのために、備えはできていたでしょうか。

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

03-09	 特集●交通と都市の未来形
	 その時、どんな困難に遭遇したのか？

	 災害を生き抜くための
	 備えを考える
10 -13	 連載●新リニューアル探検隊が行く！
	 マンション編

　　Step4 納品とフォロー

14-15	 連載●安全・安心を科学する
	 レジャーの安全・安心を考える

	 雪山でウインタースポーツを
	 楽しむためのマナー

    16	 連載●おもちゃの乗り物博物史

	 単車に乗ったヒーローの登場



東日本を襲った大地震。東北地方はいまだ復旧に至っていない。
その経験から学び、次代へつないでいくことが私たちの務めではないだろうか。
首都圏のエレベーターを装備している集合住宅の住民の皆さまに、
東日本大震災が起きたとき、どんなことに遭遇し、どんな備えをしていたのか、
インターネット・リサーチのマクロミルにて調査を行った。
マンションの居住者も管理組合もぜひ参考にしていただきたい。

特集●交通と都市の未来形

災害を生き抜くための
備えを考える
その時、どんな困難に遭遇したのか？

2011年8月下旬、インターネットを通じて１都３県の男女520人
にアンケート調査を実施（20代104人、30代104人、40代104人、
50代104人、60代以上104人。各年代とも男女52人ずつ）。

調 査 概 要

調査協力：株式会社マクロミル



交通機関の障害

安否確認 生活用品の入手困難

04

初
め
て
体
験
す
る

大
き
な
揺
れ
に
恐
怖

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
東
北
・
関

東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
災
害
時
に
自
分
や

家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
け

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題

意
識
の
も
と
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
と
き
に
集
合
住
宅
に
住

む
人
は
ど
ん
な
被
害
と
困
難
に
遭

遇
し
、
ど
ん
な
備
え
を
し
て
い
た

の
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。

　

調
査
は
、
２
０
１
１
年
８
月
25

日
～
26
日
に
か
け
て
、首
都
圏
（
東

京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
）

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
集
合
住
宅
に
住
み
、
か
つ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
毎
日
利
用
し
て
い

る
20
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
実

施
し
た
。
回
答
者
の
総
数
は

５
２
０
名
。

　

ま
ず
、「
今
回
の
震
災
に
遭
遇

し
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
「
し
た
」
と
答
え
た
人
は

約
94
％
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
震
災

に
遭
遇
し
て
い
る
。
震
災
に
遭
遇

し
た
場
所
は
、
男
女
で
違
い
が
見

ら
れ
た
。
男
性
の
場
合
、
震
災
が

起
き
た
時
間
は
午
後
３
時
前
と
就

業
時
間
内
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ビ

ル
や
会
社
と
い
う
回
答
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
は
自
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
答
え
が
上
位

と
な
っ
た
。

　

震
災
に
遭
遇
し
た
と
き
の
「
様

子
や
感
想
」
を
自
由
回
答
で
聞
い

た
（
Ｑ
１

−

１
）。
そ
こ
で
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
揺

れ
」「
最
初
」「
恐
怖
」
だ
。
多
く

の
人
が
、「
初
め
て
体
験
す
る
揺

れ
に
恐
怖
を
感
じ
た
」
よ
う
だ
。

　
「
ど
ん
な
被
害
に
遭
遇
し
た
か
」

（
Ｑ
１

−

２
）
と
い
う
質
問
に
対
し
て

は
、
ダ
ン
ト
ツ
１
位
の
回
答
だ
っ

た
の
は
、「
物
資
の
買
い
占
め
に

よ
る
品
不
足
」。
続
く
の
が
「
帰

宅
困
難
」「
家
族
や
親
戚
の
安
否

確
認
」「
通
勤
通
学
の
困
難
」
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
交
通
の
混

乱
や
停
止
に
交
通
の
混
乱
や
停
止

に
よ
り
、
家
族
の
安
否
を
確
認
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
拍
車
が
か

か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

建
物
の
被
害
は
ど
う
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
居
室
に
「
被
害
が
あ

っ
た
」
と
答
え
た
人
は
26
％
で
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
被
害
の
中

身
は
、
壁
の
ひ
び
割
れ
、物
の
落
下
、

食
器
の
破
損
が
多
い
。
建
物
そ
の

も
の
に
被
害
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、「
あ
っ
た
」
人
は

24
％
。
被
害
内
容
は
、
壁
や
廊
下

の
ひ
び
割
れ
が
大
半
を
占
め
た
。

準
備
を
し
て
い
な
い

集
合
住
宅
が
ほ
と
ん
ど
！

  

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
人
た
ち
は

ど
ん
な
備
え
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

震
災
か
ら
1
カ
月
、

何
を
し
ま
し
た
か
？

 
人
生
で
初
め
て
感
じ
る
大
き
な
揺
れ
に
直
面
し
て

▲震災当日は、「帰宅」「連絡」に苦労したと答える人が多かった。家族の安否確認を苦労に挙げた人も多い。
調査からは一刻も早く帰宅したいという気持ちが鮮明に現れた。

Q1-1 東日本大震災に遭遇したときの様子や感想を教えてください。 Research

1

Q1-2
東日本大震災から 1カ月
以内でどのような被害に
遭いましたか

帰
宅
困
難

35.2

100%
n=520

80%

60%

40%

20%

0%
自
宅
の
断
水

11.9

ト
イ
レ
の
使
用
不
能

8.8

停
電

26.2

買
い
占
め
に
よ
る

品
不
足

71.2

通
勤
／
通
学
の
困
難

32.9

家
族
や
親
戚
の

安
否
確
認

33.5

照
明
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
夜
間
歩
行
が
困
難

8.1

そ
の
他

7.9

被
害
に
は
遭
遇

し
て
い
な
い

11.3

とる（否）

家族

とる（否）

連絡
実家

住む

連絡

家族

確保
買う（否）

ペットボトル

困難だ
使う（否）

買う（否）確保

消える

行く困る
買う（否）

手に入る（否） 困難だ

水 食料

米
食料品

スーパー

品不足

困る

困難だ買う（否）

品不足

止まる
動く（否）

通勤
乗る
動く

電車時間

苦労する
困難だ

出る

電車

通勤

使う（否）

影響

寒い
止まる

地域

止まる

停止

使う（否）

動く（否） マンション

続く 影響

計画停電

停電

エレベーター

余震

困難だ
かかる徒歩

当日

難民

帰る（否）

帰る（否）

帰る 泊まる

泊まる

帰る
帰る（否）

帰る（否）

マンション
後片付け

震災
帰宅

帰宅

会社
自宅

家

当日

計画停電によって、「電車」
や「通勤」に関する苦労が
続いた。また、水や米など
生活用品の入手困難に直面
した。

買い占め

買い占め
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ま
ず
、「
震
災
前
か
ら
災
害
に
備

え
た
準
備
を
し
て
い
た
か
」（
Ｑ
２

−

１
）
と
い
う
質
問
に
対
し
て
７
割

強
の
人
が「
備
え
て
い
な
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
何
も
準
備
を
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　

で
は
、
今
回
の
震
災
で
人
々
の

意
識
に
変
化
は
生
じ
た
の
だ
ろ
う

か
。「
今
回
の
震
災
後
、
災
害
に

備
え
て
新
た
に
何
か
準
備
し
た

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
新

た
に
準
備
し
た
」
人
は
６
割
弱
、

「
特
に
準
備
し
て
い
な
い
」
人
が

４
割
強
と
、
震
災
前
に
比
べ
る
と

災
害
に
備
え
る
意
識
が
高
ま
っ
た

と
い
え
る
。
一
方
で
か
な
り
の
人

が
何
も
し
て
い
な
い
と
答
え
て
お

り
、
い
さ
さ
か
心
許
な
い
結
果
と

な
っ
た
。

　

さ
て
、「
新
た
に
準
備
し
た
」

人
た
ち
は
ど
ん
な
備
え
を
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
は
飲
料
水
の

備
蓄
だ
。
２
位
が
懐
中
電
灯
、
３

位
が
予
備
電
池
、
４
位
が
食
料
と

な
っ
た
。
大
規
模
な
災
害
が
起
き

れ
ば
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
停
止
す
る
可
能
性

が
高
い
。

　

集
合
住
宅
の
場
合
、
停
電
す
れ

ば
水
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
水
に
関
し
て
は
、
飲

料
水
は
も
ち
ろ
ん
、
風
呂
に
水
を

張
る
な
ど
し
て
生
活
用
水
も
備
え

て
お
き
た
い
。

　

そ
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
食
料

を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
。
大
き
な

震
災
が
起
き
れ
ば
、
行
政
に
よ
る

救
援
体
制
が
整
う
ま
で
に
数
日
間

要
す
る
だ
ろ
う
。
自
分
と
家
族
を

守
る
た
め
自
前
で
水
と
食
料
を
備

蓄
し
て
お
き
た
い
。
実
際
に
ど
の

程
度
備
蓄
し
て
お
け
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
内
閣
府
防
災
担
当
は
、

W
e
b
サ
イ
ト
の「
今
日
か
ら
始
め

る
私
の
防
災
の
ペ
ー
ジ
」で
、
家
庭

で
最
低
３
日
分
の
食
料・水
を
備
蓄

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

次
に
、
集
合
住
宅
と
し
て
ど
ん

な
備
え
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
住
ん
で
い
る
集
合
住
宅
に

「
災
害
の
た
め
の
備
え
（
飲
料
水
や

食
料
な
ど
）が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
か
」

（
Ｑ
２

−

３
）
と
い
う
質
問
に
、「
備
蓄

さ
れ
て
い
る
」は
約
２
割
。
集
合
住

宅
の
８
割
は
災
害
に
対
す
る
備
え

が
不
十
分
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
震
災
を
契
機
に
防
災
訓

練
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
は
防
災

訓
練
に
ど
の
程
度
参
加
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
前
回
（
23

号
の
特
集
「
防
災
は
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
く
る
！
」）
と
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
比
較
し
て
見
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

Q2-3 現在お住まいの集合住宅には、災害用備蓄が用意されていますか？

Q2-2 個人で災害用備蓄を持っていたあなたは、
どのような備えをしていましたか？

今
ま
で
、災
害
に

備
え
て
い
ま
し
た
か
？

 

体
験
し
て
わ
か
る
、
備
え
の
大
切
さ

▲ 災害の備えがある集合住宅はわずか 2割。
5割は備えがない。個人の備えも集合住宅の備
えも非常にお寒い状態だ。備えがある集合住
宅はそれ自体、安心感という付加価値を住民
にもたらす。マンションを経営する側にとって
はアピールできる点となるのではないか。

▲ 備えをしていた人は全体の
26.7％なので母数は多くない。
1位は「飲料水」。以下、「懐中
電灯」「食料」「ラジオ」「予備
電池」「生活用水」の順。水と
食料に灯りと情報に対する備え
が中心。寝袋やサバイバルキッ
トなど、アウトドア系グッズは寒
さ対策や何かを開けたり切った
りするのに役立ちそう。

Q2-1 東日本大震災前から災害に対して準備していましたか？

▲災害に備えた準備をしていた人は 4分
の 1 と少ない。前回の調査（23号Ｑ4）で、

「3日以上立てこもれる」と回答した人
が 8割近かったことを考えると非常に
意外な結果だ。時の経過とともに対策
意識が希薄になったのか…。「備えあれ
ば憂いなし」で臨みたい。

Research

2

100%
n=139

80%

60%

40%

20%

0%
飲
料
水

89.2

生
活
用
水

24.5

食
料

77.7

ラ
ジ
オ

66.9

懐
中
電
灯

87.8

予
備
電
池

52.5

寝
袋
な
ど
の

寝
具

18.7

サ
バ
イ
バ
ル

キ
ッ
ト 

18.0

そ
の
他

14.4

備えていなかった

73.3%

備えていた
26.7%

■ 備蓄されている　■ 備蓄されていない　■ わからない

n=520

n=366

n=154

0% 40% 80%20% 60% 100%

全体

分譲

賃貸

19.6

24.6

7.8

50.2

47.0

57.8

30.2

28.4

34.4

「今日から始める
私の防災のページ」
（内閣府防災担当）

http://www.bousai.go.jp/
minna/watasino/index.html



物不足については、友達同
士でメールで情報交換した
が、チェーンメールも回っ
てきてしまった。両隣の部
屋の人とは、声をかけあっ
て協力しようと確認しあい、
人付き合いは本当に大切だ
なと実感した。また水を汲
み置きし、停電などに備え
たりした。      （41歳・女性）

計画停電に当たるときには、
温めなくても食べられるも
のを作り置きしました。エ
レベーターのことは、運動
と思って階段の上り下りを
がんばりました。特に 1 人
のときは絶対に乗らないよ
うにしました。    （45 歳・女性）

災 害 伝 言 版 の 活 用 と、
普段から最低限の防災
用 品 は 準 備 し て い た
ので、何とかしのげた。
今回の震災で防災認識
が一層高まった。

（35 歳・男性）
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避
難
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

　

前
回
の
調
査
で
質
問
し
た
の
は

「
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
か
」。

そ
れ
に
対
し
て「
し
て
い
る
」と
い

う
回
答
は
41･

９
％
。賃
貸
と
分
譲

の
別
で
見
る
と
、
分
譲
が
53･

９
％

で
、賃
貸
は
わ
ず
か
14･

６
％
。
そ

の
差
は
大
き
い
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、「
現
在
住

ん
で
い
る
集
合
住
宅
の
防
災
訓
練

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」（
Ｑ

３

−

１
）
ど
う
か
を
尋
ね
た
。「
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
」
は
約
26
％
。

「
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
」
が
最

も
多
く
、「
現
在
住
ん
で
い
る
集

合
住
宅
に
防
災
訓
練
は
な
い
」
を

含
め
る
と
74
・
２
％
で
、防
災
訓
練

の
参
加
者
は
少
数
派
だ
。
震
災
を

契
機
に
住
民
の
意
識
は
変
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
「
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
」と
回

答
し
た
人
に
、「
今
後
防
災
訓
練

に
参
加
し
よ
う
と
思
う
か
」（
Ｑ
３

−２
）
に
対
す
る
回
答
の
う
ち
、「
参

加
し
よ
う
と
思
う
」
と
い
う
回
答

は
３
割
。
震
災
を
経
て
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
人
々
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　

個
人
の
防
災
訓
練
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
く
べ
き
こ
と
は
避
難
経

路
の
確
認
だ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の

住
居
か
ら
避
難
す
る
場
合
、
共
用

廊
下
と
共
用
階
段
を
使
っ
て
降
り

て
み
て
安
全
に
避
難
で
き
る
か
、

時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か

を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
一
度
経

験
し
て
み
る
と
、
歩
き
や
す
い
靴

や
水
を
運
び
や
す
い
入
れ
物
を
用

意
す
る
等
々
、
自
分
な
り
の
対
策

が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ち
な
み
に
人
が
１
０
０
ｍ
登

る
の
に
10
分
～
15
分
か
か
る
と
い

う
。
往
復
な
ら
30
分
以
上
か
か
る

だ
ろ
う
。
上
層
階
に
住
む
人
は
ひ

と
つ
の
目
安
に
し
て
ほ
し
い
。

　

勤
務
先
で
災
害
に
遭
遇
し
た
場

合
、
す
ぐ
に
移
動
せ
ず
に
避
難
所

で
待
機
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
避
難
所
の
場
所
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
帰
宅
で
き
る

と
し
て
も
、
障
害
物
や
火
災
な
ど

で
通
常
の
経
路
が
利
用
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
。
複
数
の
帰
宅
経
路

を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

今
回
の
震
災
で
建
物
や
居
室
が

被
害
を
受
け
た
人
が
多
く
は
な
い

一
方
で
、「
住
み
替
え
を
検
討
し

て
い
る
」
と
答
え
た
人
が
８
％
い

る
。
そ
の
人
た
ち
の
回
答
の
１
位

は
「
今
、
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
を

変
え
た
い
」、次
に
「
災
害
対
策
が

備
わ
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
替

え
た
い
」と
い
う
答
え
。災
害
対
策

機
能
が
備
わ
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

個
人
と
し
て
、
そ
し
て
集
合
住

宅
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
備
え
て
お
く

と
い
い
も
の
の
リ
ス
ト
を
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。

Q3-3 震災を経験して、何か変わったことがありましたら
お答え下さい。

Q3-1 お住まいの集合住宅の防災訓練に参加したことはありますか ?

※参加したことがないには、現在
住んでいる集合住宅で防災訓練を
実施していないという回答も含む

Q3-2  Q3-1で防災訓練に参加したことがなかった人への
質問で「次の機会には参加しようと思いますか？」

▲「参加したことはない」と回答した 209人に対する回答で
「参加しようと思う」と「思わない」はどちらも約３割。前回
調査で訓練に参加した人は3割。大震災を経てもマンション
に住む人々の防災意識にあまり変化は見られない。

■ 参加しようと思う　■ 今後も参加しようと思わない　■ わからない

n=209

n=148

n=61

0% 40% 80%20% 60% 100%

全体

分譲

賃貸

29.7

28.4

32.8

29.7

26.4

37.7

40.7

45.3

29.5

防
災
意
識
、

変
わ
り
ま
し
た
か
？

 
人
は
忘
れ
る
生
き
物

Research

3参加したことがある
25.8%

参加したことはない

74.2%

▲前回の調査では
　「参加したことがある」人は 30.7％
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計
画
停
電
、
そ
の
時
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
？

　

震
災
に
よ
っ
て
電
力
不
足
の
恐
れ
が

発
生
し
、
東
京
電
力
管
内
で
計
画
停
電

が
実
施
さ
れ
た
。
計
画
停
電
は
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
利
用
に
影
響
を
も
た
ら
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
集
合
住
宅
に
限
ら
ず
、「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
時
に
計
画

停
電
に
よ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
行
停

止
に
遭
遇
し
た
か
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
遭
遇
し
た
」
と
答
え
た
人
は
10
％
未
満
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
影
響
を
受
け
な
か
っ

た
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

  

計
画
停
電
の
次
に
、
大
規
模
な
工
場
や

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
電
力
を
大
量
に
使

用
す
る
事
業
者
に
昨
夏
比
で
15
％
の
電

力
使
用
削
減
を
求
め
た
電
力
使
用
制
限

令
が
実
施
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者
や
家

庭
で
も
節
電
対
策
に
励
ん
だ
。

　

集
合
住
宅
の
節
電
対
策
は
ど
う
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。「
集
合
住
宅
で
節
電
対

策
は
行
わ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
約
５
割
が
「
行
っ
て
い
る
」

と
答
え
て
い
る
。「
行
っ
て
い
な
い
」
が

２
割
強
で
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
３
割

弱
。
節
電
対
策
の
実
施
は
そ
れ
な
り
に

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。「
節
電
対
策
を
し

た
」
と
い
う
回
答
の
内
訳
を
分
譲
と
賃

貸
の
別
で
見
る
と
、
分
譲
が
60
％
を
占

め
、
賃
貸
よ
り
も
分
譲
の
ほ
う
が
節
電

の
実
施
率
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
の
存

在
も
節
電
に
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

電
力
使
用
制
限
令
は
９
月
に
終
了
し

た
が
、
節
電
＝
省
エ
ネ
は
社
会
全
体
で

持
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
省
エ
ネ
化
の
ひ
と

つ
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
油
圧
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か

ら
マ
シ
ン
ル
ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
方
法
が
そ
の
ひ

と
つ
で
、
従
来
比
で
な
ん
と
消
費
電
力

を
70
％
カ
ッ
ト
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、

か
ご
室
の
天
井
照
明
や
表
示
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
代
え
る
こ
と
も
有
効
な
省
エ

ネ
策
だ
。

コ
ラ
ム

Q お住まいの集合住宅では節電対策は行われてますか？

■ 対策は行っている　■ 対策は行っていない　■ わからない

n=520

n=366

n=154

0% 40% 80%20% 60% 100%

全体

分譲

賃貸

50.8

59.8

29.2

21.9

19.4

27.9

27.3

20.8

42.9

参考文献：『マンションみんなの地震防災 BOOK』（国崎信江著、つなぐネットコミュニケーションズ発行）

水・非常食
非常食は水や火を使わずに食べられるも
のを。最低でも 3 日分、できれば 2 週間
分用意しておきたい。

携帯給水袋 / ポリタンク
ふだんはたたんでおける給水袋があると
いい。

携帯トイレ
仮設トイレの設置には時間を要する。自分
で備えておこう。トイレットペーパーも。

ポンチョ
雨具・防寒としてのほかに、携帯トイレを
使用するときの目隠しになる。

タオル
体を拭くほか、防寒や頭を防ぐために。

寝袋
寒くて暖房が効かない場合に便利。

ホイッスル / 防犯ブザー
重いものの下敷きになるなどして動けな
くなった場合に助けを呼ぶ。

救急セット
常備薬、包帯、ガーゼ、絆創膏、はさみなど。

ヘルメット、マスク、ゴーグル
頭やのど、目を守る。

手袋、長袖シャツ、長ズボン、
動きやすい靴
けがをしないよう長袖シャツ、
長ズボンを着用しよう。
靴も底が厚いものを。

カイロ
防寒対策に。

備蓄品という「モノ」を用意する前に、まず、備蓄品を保
管する場所を用意する。大きなスペースがない場合は、分
散して保管するなど場所確保に知恵を絞りたい。
管理組合が主導して廃品回収やバザーを企画し、収益を積
み立てて防災費用にするのもいい。
緊急性の高い防災用品を優先して購入リストを作成。
閉じ込められた人を救出する際に使用。
救出の邪魔になるものを切る。
高いところにとり残された人を救出するときに役立つ。
軍手でもいいが、けがを防ぐのになおいい。
ちりやほこりから気管を守る。
地震など災害時に用意する基本アイテム。
負傷者の応急手当に。
体をぬぐったり、覆う。毛布は寒さ対策にも有効。
動けなくなった負傷者を運ぶ。
窓が壊れた時に塞ぐ。風雨を防ぎ、侵入者からも守る。
開いてしまった部分を塞いだり覆ったりするのに役立つ。

「立ち入り禁止」「使用禁止」を明記したステッカーを作成
しておくとなおいい。
広範囲を照らすことができる強力なタイプのものがいい。
備品に応じた種類と本数を常備しておきたい。

「○○管理組合」などと表示した腕章を巻くと居住者や近隣
の住民に安心感をもってもらえる。
携帯電話が使えない状態では無線機が役に立つ。
居住者に呼びかけ誘導するための基本アイテム。
被災状況や対策など張り出すために用意したい。
箱や紙を切ったり貼ったりする際に使う。
人数に応じて用意したい。
飲料水と生活用水。ポリ容器は必須アイテム。
屋外に設置した対策本部の日よけや雨よけに。
対策本部の夜間照明用に。
対策本部や集会室など人が常時集まる場所に設置。
発光機や暖房器具の電源として。
炊き出し用に。
情報源として必須。
物資の運搬に用意しておきたい。
災害時に不可欠なもの。レンタル会社に当たっておきたい。

事前準備

救出・消火対策

負傷者用対策

建物の応急処置

近隣の見回り

居住者への
広報・誘導

避難生活に
必要なもの

備蓄品保管場所

防災予算の確保

購入リストの作成
バールやハンマー
金のこぎり
脚立や二連はしご
革手袋
防塵マスク
ヘルメット
医薬品、衛生用品
タオル、毛布
折りたたみ式担架
ベニヤ板
大型ビニールシート
立ち入り禁止用ロープ

大型懐中電灯
乾電池
腕章

無線機
ハンドマイク
ホワイトボード、模造紙、フェルトペン
ガムテープ、布テープ、カッター
食料
水
テント
発光機
暖房器具
発電機
カセットコンロ
ラジオ、テレビ
台車
仮設トイレ

災 害 に 備 え て 準 備 し て お き た い も の

居住者向け 管理組合向け
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大
き
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た

マ
ン
シ
ョ
ン

吉
次
　
最
初
に
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
は
広
域
に
わ
た
っ
て
激
甚
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま

だ
、
全
国
的
な
統
計
は
集
計
さ
れ

て
い
な
い
の
で
す
が
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
当

社
の
数
値
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ

う
。
何
ら
か
の
発
報
を
受
け
付

け
た
件
数
が
約
４
万
６
０
０
０

件
、
地
震
時
管
制
運
転
装
置
が
作

動
し
て
運
転
を
停
止
し
た
件
数
が

約
３
万
４
０
０
０
件
で
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
各
社
の
件
数
を
合
わ
せ

る
と
多
大
な
量
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
割
に
閉
じ
込
め
が
起
き
た
と

か
復
旧
が
遅
い
な
ど
の
ク
レ
ー
ム

は
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。

関　

私
は
、
今
回
の
大
震
災
が
起

き
た
後
、
宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
を
調
査
し
た
の
で
す

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
丈
夫
で
地
震

で
の
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
震
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

吉
次
　
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
被
害
状
況

を
も
と
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
破

損
や
ロ
ー
プ
が
絡
ま
る
な
ど
の
事

態
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
耐
震
基
準
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
５

年
に
千
葉
県
北
西
部
地
震
が
発

生
し
た
際
に
多
数
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
停
止
し
た
こ
と
を
受
け
て

２
０
０
９
年
に
耐
震
基
準
が
更
新

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
の
耐

震
基
準
に
基
づ
い
た
新
安
全
基
準

で
は
、
地
震
感
知
器
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
搭
載
さ
れ
、
大
き
な
地
震

が
起
き
る
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
最

寄
り
階
に
停
止
し
て
ド
ア
が
開
き

ま
す
。
新
安
全
基
準
が
制
定
さ
れ

て
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
破
損
や

閉
じ
込
め
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

関
　
ど
ん
な
規
模
の
災
害
が
い
つ

起
き
る
の
か
を
想
定
す
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る

仕
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

モ
デ
ル
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
地
震
が
発
生
す

る
と
自
動
的
に
最
寄
り
階
に
止

ま
っ
て
ド
ア
が
開
く
と
い
う
、
最

も
安
全
な
手
法
を
採
用
し
て
い
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
発
想
は
、
他
の

分
野
に
も
有
効
で
し
ょ
う
。

進
化
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

安
全
対
策

吉
次
　
今
回
の
震
災
で
は
電
力
不

足
が
懸
念
さ
れ
、
停
電
状
態
で
も

継
続
運
転
で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
欲
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
自
家

発
電
装
置
や
太
陽
光
発
電
、
蓄
電

池
を
利
用
す
る
な
ど
〝
停
電
時
で

YOSHITSUGU Tatsuo ●

1955 年生まれ。武蔵工
業大学（現東京都市大学）
工学部卒。技術企画部長、
技術部長、神奈川支社長、
技術本部長を経て現在に
いたる。

災
害
が
起
き
た
時
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
大
丈
夫
な
の
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
う
機
能
す
る
の
か
。

ソ
フ
ト
面
か
ら
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
資
産
価
値
向
上
を
研
究
し
て
い
る

建
築
家
の
関
栄
二
氏
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社
の

吉
次
達
夫
取
締
役
上
席
常
務 
統
括
技
師
長
が
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
の
暮
ら
し
と
資
産
を
守
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

ほ
ん
と
う
に
大
丈
夫
で
す
か
？

あ
な
た
の「
大
切
な
も
の
」
を
守
る
た
め
に

吉
次 

達
夫

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

取
締
役
上
席
常
務

統
括
技
師
長

Discussion
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も
継
続
運
転
で
き
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
〟
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組

み
を
当
社
で
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

遠
隔
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
行
状

況
を
診
断
し
た
り
制
御
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
対
す
る
期
待
も
強
い
で

す
ね
。

関　

ぜ
い
た
く
な
要
求
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
安
全
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
停
止
し
て
く
れ
る
こ
と
に

加
え
て
、
早
く
自
動
復
旧
で
き
る

仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
地
震
で
断
水

し
た
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停

止
し
て
い
た
ら
、
階
段
を
上
り
下

り
し
て
タ
ン
ク
に
入
れ
た
生
活
用

水
を
持
ち
運
び
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
で
す
か
ら
。

吉
次　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
自
動
復

旧
に
関
し
て
は
、
３
段
階
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
地
震
の
実
体
波
は

Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
先
に
到
達
す
る
Ｐ
波
を
感
知

す
る
と
最
寄
り
階
に
い
っ
た
ん
停

止
し
て
１
分
以
内
に
次
の
Ｓ
波
が

来
な
い
と
自
動
継
続
運
転
し
ま
す
。

Ｓ
波
が
来
る
と
、
最
寄
り
階
に

い
っ
た
ん
停
止
し
て
ド
ア
が
開
き

ま
す
。
そ
の
後
、
大
き
な
Ｓ
波
が

来
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
か
ご
内

の
照
明
を
暗
く
し
て
乗
っ
て
い
る

人
に
外
に
出
て
も
ら
い
、
自
動
診

断
し
て
自
動
で
仮
復
旧
す
る
仕
組

み
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

関
　
病
院
な
ど
の
場
合
、
災
害
時

に
は
１
台
で
も
非
常
用
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
動
く
と
い
い
で
す
ね
。

吉
次
　
２
０
０
１
年
の
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
世
界

的
に
も
高
層
ビ
ル
に
避
難
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
い
と
い
う

要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
業
界

と
し
て
も
当
社
と
し
て
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
避
難
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
運
用
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
数
年
後
に
は
登
場

す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

管
理
組
合
に
対
す
る

啓
発
活
動
に
期
待

関
　
被
災
地
を
調
査
し
て
、
管
理

会
社
や
管
理
人
さ
ん
が
優
秀
で
あ

る
こ
と
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
暮
ら
し

に
と
っ
て
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
私
が
会
っ
た
管
理
人
さ
ん
は

ふ
だ
ん
か
ら
ラ
ジ
オ
を
首
に
ぶ
ら

下
げ
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
が
最
も
早
く
情
報
を
得
ら

れ
る
手
段
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

管
理
人
さ
ん
が
地
域
と
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

震
災
後
、
食
料
が
不
十
分
な
中
、

１
カ
月
以
上
を
乗
り
切
っ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
力
と

な
っ
た
の
は
地
域
の
住
民
と
助
け

合
う
相
互
扶
助
で
す
。
そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
人
さ
ん
は
、
地
震

が
起
き
た
時
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

近
隣
の
住
民
に
「
津
波
が
来
る
の

で
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
逃
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
地
域
の

住
民
と
合
同
で
炊
き
出
し
を
し
た

の
で
す
。
災
害
に
対
す
る
訓
練
が

な
さ
れ
て
い
て
地
域
と
つ
な
が
っ

て
い
る
管
理
人
さ
ん
の
存
在
が
マ

ン
シ
ョ
ン
の
住
人
の
安
全
と
資
産

を
守
る
カ
ギ
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
次
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
閉
じ
込

め
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
員
が

復
旧
に
行
く
こ
と
が
基
本
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
離

れ
て
い
る
場
所
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
場
合
に
は
、
管
理
人
さ
ん

や
設
備
担
当
者
の
方
に
対
し
て
、

閉
じ
込
め
救
出
手
順
の
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

関
　
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
施
設
で
は
、

職
員
に
シ
ナ
リ
オ
を
内
緒
に
し
て

お
い
て
防
災
訓
練
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

防
災
対
策
を
継
続
的
に
進
化
さ
せ

て
い
く
考
え
方
で
す
ね
。

吉
次
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
管

理
の
無
人
化
も
ひ
と
つ
の
方
向
で

し
ょ
う
が
、
管
理
人
が
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

当
社
と
し
て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

安
全
と
い
う
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
性
や
立
地
、
高
さ
な
ど
ビ
ル

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
固
有
の
条
件
を

考
慮
し
て
、
地
震
だ
け
で
な
く
火

災
を
含
め
て
、
非
常
階
段

を
使
う
の
が
い
い
の
か
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
の

が
い
い
の
か
と
い
っ
た
防

災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
に

対
す
る
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

関
　
そ
れ
は
と
て
も
い
い

こ
と
で
す
ね
。
ぜ
ひ
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
に
対

し
て
災
害
対
応
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

SEKI Eiji ●1967年生まれ。
東京大学大学院博士課程修
了、工学博士。株式会社 AG
デザイン代表、明海大学不動
産学部講師。既存建物の資産
価値を高めるための研究に従
事。業務では主に、マンショ
ンを対象として、資産価値を
維持向上させるために、管理
組合への維持・管理に関する
アドバイス、長期修繕計画の
作成、建物の調査・診断、大
規模修繕工事の設計・監理な
どを実施。

関 

栄
ニ  

建
築
家
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step3

DO

step4

CHECK

step4
CHECK

10

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

大
震
災
直
前
に
工
事
が

完
了
し
て
一
安
心

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
た
っ
た
10
日

後
に
あ
の
大
地
震
で
し
た
か
ら
ね
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
っ
て
い
た
こ
と
か
。
昼
間
の
時
間
帯

な
の
で
、
人
が
乗
っ
て
い
て
閉
じ
込
め

の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

余
震
も
ひ
ど
か
っ
た
で
す
か
ら
、
本
当

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
よ
」
と
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ

ツ
管
理
組
合
理
事
長
の
工
藤
圓
枝
氏
は

い
う
。

　

3
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で
は
東
京
も
大
き
く
揺
れ
た
が
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
標
準
で
地

震
時
や
停
電
時
の
管
制
運
転
機
能
が
つ

い
て
い
た
た
め
に
、
安
心
だ
っ
た
と
い
う
。

introduction
イントロ
ダクション

納
品
と
フ
ォ
ロ
ー

今
回
の
「
新
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
探
検
隊
」
は
、ス
テ
ッ
プ
４「
納
品
と
フ
ォ
ロ
ー
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
２
月
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
完
了
し
て
い
た
た
め

に
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
の
み
な
さ
ん
は
無
事
に
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
住
人
の

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

隊員

松田雄二さん

東京理科大学
理工学部建築学科助教

助手

エレべっち
東芝エレベータの
キャラクター

隊員

関 栄二さん

明海大学
不動産学部講師

管理組合理事長
工藤 圓枝 氏

管理員
片倉 隆志 氏

1階のりば
ドアに防犯窓がつき、のりばからかごの中の様子が見えるようになった。
防犯窓は、エレベーター特有の閉塞感の軽減にとても効果的だ。また、新し
いのりば戸の色は、リニューアル前とできるだけ近い色にした。化粧シート
貼り加工は発色が美しく、三方枠の境目ときれいに色を揃えることができる。

Before

After
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大
震
災
直
前
に
工
事
が

完
了
し
て
一
安
心

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
た
っ
た
10
日

後
に
あ
の
大
地
震
で
し
た
か
ら
ね
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
っ
て
い
た
こ
と
か
。
昼
間
の
時
間
帯

な
の
で
、
人
が
乗
っ
て
い
て
閉
じ
込
め

の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

余
震
も
ひ
ど
か
っ
た
で
す
か
ら
、
本
当

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
よ
」
と
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ

ツ
管
理
組
合
理
事
長
の
工
藤
圓
枝
氏
は

い
う
。

　

3
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で
は
東
京
も
大
き
く
揺
れ
た
が
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
標
準
で
地

震
時
や
停
電
時
の
管
制
運
転
機
能
が
つ

い
て
い
た
た
め
に
、
安
心
だ
っ
た
と
い
う
。

地
震
時
や
停
電
時
に
お
け
る

管
制
運
転
を
標
準
搭
載

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
改
正
建
築
基
準
法
の
施
行
に
伴
う

新
安
全
基
準
が
2
0
0
9
年
よ
り
適
用

さ
れ
、
ブ
レ
ー
キ
の
二
重
化
や
、扉
が
開

い
た
ま
ま
走
行
し
て
し
ま
う
事
故
を
防

ぐ「
戸
開
走
行
保
護
装
置
」な
ど
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
オ
プ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
地
震
の
初
期
微
動
に
対

応
す
る
Ｐ
波
感
知
器
付
地
震
時
管
制
運

転
機
能
な
ど
が
標
準
で
搭
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
、
停
電

時
自
動
着
床
機
能
も
搭
載
さ
れ
、
安
全

性
は
格
段
に
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
機

能
を
住
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
引

き
渡
し
前
の
官
庁
検
査
時
に
体
験
会
を

開
い
た
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東芝エレベータ
東京支社

リニューアル営業
第一部 販売主任
清水 利晃

東芝エレベータ
東京支社 建設部
リニューアル工事
技術第一グループ
西元 芳明

操作盤
文字盤が大きく見やすくなった。
従来は扉の上にあった階数表示
も操作盤の上に移動している。
また、開閉ボタンが下に移動し
て、子どもでも押しやすくなった。

かご室天井
天井の照明も明るくなったが、ドアに防犯窓が付
いたため、日中のかご室内は外光が差し込み、と
ても明るくなった。のりばからエレベーターが動
き出すまで乗客を見送ることができる。

After

After

Before

Before



電
気
代
は
４
割
近
く
削
減

　

管
制
運
転
機
能
は
、
地
震
時
に
は
自

動
的
に
最
寄
り
の
階
に
止
ま
っ
て
ド
ア

を
開
け
、
乗
っ
て
い
る
人
が
避
難
し
た

後
に
停
止
す
る
仕
組
み
だ
。
幸
い
、
地

震
時
に
は
誰
も
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

目
に
は
見
え
な
い
安
全
機
能
の
重
要
性

を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
各
機
器
の
機
能
や
運
行
状
態

を
24
時
間
3
6
5
日
遠
隔
監
視
す
る
機

能
も
あ
り
、「
こ
れ
ま
で
万
が
一
の
た
め

警
備
会
社
と
契
約
し
て
い
ま
し
た
が
、

遠
隔
監
視
で
そ
の
必
要
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
運
用
コ
ス
ト
が
下
が
り
ま
し
た

よ
」
と
管
理
員
の
片
倉
隆
志
氏
は
喜
ぶ
。

　

電
気
代
も
削
減
で
き
、
4
月
分
は
前

年
よ
り
4
割
近
く
安
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
に
窓
を
つ
け

た
た
め
、「
明
る
く
な
っ
て
防
犯
に
も

役
立
ち
ま
す
。
お
客
さ
ん
を
見
送
っ
た

と
き
、
窓
か
ら
顔
が
見
え
る
の
は
い
い

で
す
ね
」
と
工
藤
理
事
長
は
い
う
。

管
制
運
転
の
体
験
会
を
開
催

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
東
京
支
社
建
設
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
技
術
第
一
グ
ル
ー

プ
の
西
元
芳
明
は
こ
う
語
る
。

　
「
工
事
完
了
後
に
実
施
す
る
取
り
扱

い
説
明
時
に
、
管
制
運
転
を
体
験
さ

れ
る
と
、
み
な
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
ね
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
住
人

の
み
な
さ
ん
が
本
当
に
協
力
的
で
仕

事
が
と
て
も
や
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

完
了
後
は『
あ
り
が
と
う
』と
声
を
か

け
て
頂
い
て
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
第
一
部
販
売
主

任
の
清
水
利
晃
は
、
引
き
渡
し
時
に
、

非
常
用
ボ
タ
ン
で
外
部
と
つ
な
が
る
こ

と
、
24
時
間
3
6
5
日
遠
隔
監
視
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
特
に
説
明
し
た
と

い
う
。
引
き
渡
し
後
、
最
初
の
3
カ

月
間
は
毎
月
1
回
、
有
人
で
点
検
を

行
い
、
そ
の
後
、
遠
隔
点
検
が
始
ま
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

12

マ
ン
シ
ョ
ン
編

step1
Aha!

1

検討開始
▼

見積もり

step2
AGREE

2

仕様確定
▼

住民総会

step3
DO

3

工事準備
▼

工 事

step4
CHECK

4

納 品
▼

フォロー

introduction
イントロ
ダクション

赤羽シティハイツ（竣工1982年）

地震が起こる前に
地震時管制運転の

体験をおすすめします

非常用の機能は
普段の暮らしでは
わからないわ…

体験会のようす
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安全機能を事前に
確認することが重要

　リニューアル後、地震時および
停電時管制運転機能の体験会が
開催されたが、東京理科大学理工
学部建築学科助教の松田雄二氏は
「今回は完成して 10日後に地震が
あり、その機能が確認できたが、
安全機能を体験して確認しておく
のは重要なことです」と語る。
　明海大学不動産学部講師の関栄
二氏も「管制運転だけでなく、非
常ボタンを試しに押してみて、ど
のような応答があるのか、またエ
レベーター内の利用者が声を出せ
ない状態にある場合、どのような
対応を取ってくれるのか確認する
ことも必要でしょう」と言います。
　消火器と同じでこうした安全機
能や装置は日頃、試しておかない
と、いざというときに戸惑う。
　最新機へのリニューアルで安全
性はグンと高まったが、エレベー
ター以外もあわせて対策を考えた
い。「自治体によっては携帯トイレ
や小型発電装置、ヘルメットなど
の防災グッズ一式を提供してくれ
る場合があります」と関氏。
　一度、行政に問い合わせてみて
はどうだろうか。

次号からは「ホテル編」となります。ご期待ください。

機
械
室
の
騒
音
も

な
く
な
っ
て
静
か
に

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、人
を
乗
せ
た
後
、ほ
と
ん
ど
の
場
合

1
階
に
降
り
て
待
機
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
上
の
階
で
呼
ぶ
と
到
着
ま
で
時

間
が
か
か
っ
た
。

　
「
私
は
5
階
に
住
ん
で
い
る
の
で
待

つ
時
間
が
長
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

今
は
動
き
が
速
く
て
ス
ム
ー
ズ
で
す

ね
」
と
工
藤
理
事
長
は
語
る
。

　

従
来
、
機
械
室
の
モ
ー
タ
ー
音
が
う

る
さ
く
、
深
夜
な
ど
は
機
械
室
周
辺
で

は
騒
音
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ま

で
は
静
か
に
な
っ
た
。

理
想
的
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

今
回
、
工
事
終
了
後
の
ク
レ
ー
ム
は

全
く
な
く
、
住
人
た
ち
が
満
足
で
き
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
っ
た
。

　
「
工
事
期
間
中
、
２
月
上
旬
に
大
雪

が
あ
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
え
な

か
っ
た
住
人
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
片
倉
さ
ん
が
す

ぐ
に
雪
か
き
を
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
手

間
を
惜
し
ま
ぬ
ご
協
力
の
お
か
げ
で
事

故
も
な
く
工
事
を
完
了
で
き
ま
し
た
」

と
清
水
。

　

住
人
の
協
力
と
、
工
事
に
関
す
る
情

報
の
周
知
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
回
は
理
想
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
完
遂
で
き
た
よ
う
だ
。

問題があれば
ご連絡下さい

電気代も運用コストも
安くなりました

明るくなって
防犯に役立つわ！
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雪山でウインタースポーツを
楽しむためのマナー

連載●安全・安心を科学する
レジャーの安全・安心を考える

個
人
の
ス
ポ
ー
ツ
は

個
人
で
責
任
を
負
う

　

間
も
な
く
冬
が
や
っ
て
く
る
。

そ
う
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
季
節
だ
。
お

な
じ
み
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
に
加
え
て
、
最
近
は
雪
上
を
自

転
車
の
よ
う
に
滑
降
す
る
ス
ノ
ー

ス
ク
ー
ト
や
サ
ド
ル
に
乗
っ
て
滑

る
ス
キ
ー
ポ
ッ
カ
ー
ル
の
よ
う
な

新
し
い
乗
り
物
も
登
場
し
て
き
て
、

こ
の
冬
も
ゲ
レ
ン
デ
は
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
老
若
男

女
で
賑
わ
う
こ
と
だ
ろ
う
。
子
ど

も
が
歩
け
る
年
に
な
っ
た
の
で
、

今
年
は
家
族
で
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
こ
う
か

と
考
え
て
い
る
人
、

よ
う
や
く
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
の

で
何
十
年
ぶ
り
か

の
ス
キ
ー
を
楽
し
も

う
、
そ
う
思
っ
て
い

る
リ
タ
イ
ア
組
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
か
ら
そ
ん
な
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
計
画
し
て
い
る

人
た
ち
に
、
ひ
と
言
─
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
安
全
に
楽
し
む

た
め
の
マ
ナ
ー
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　
「
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
の
よ
う
な

団
体
競
技
と
違
っ
て
、
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
基
本
的
に
は
個

人
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。で
す

か
ら
、
滑
る
際
に
は
あ
く
ま
で
も

個
人
の
責
任
で
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、
全

国
ス
キ
ー
安
全
対
策
協
議
会
に
協

力
し
て
い
る
財
団
法
人
日
本
鋼
索

交
通
協
会
・
江
尻
裕
事
務
局
長
だ
。

リ
フ
ト
の
乗
り
方
と

滑
る
と
き
の
注
意

　

ま
ず
最
初
に
、
ゲ
レ
ン
デ
に
行

く
に
は
リ
フ
ト
に
乗
る
。
こ
の
リ

フ
ト
、
何
度
も
乗
っ
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
何
の
問
題
も
な
い
が
、

初
め
て
乗
る
人
や
乗
り
慣
れ
て
い

な
い
人
、
と
く
に
小
さ
い
子
ど
も

の
場
合
、
不
安
を
抱
く
こ
と
も
あ

る
。
そ
ん
な
と
き
は
、
乗
る
前
に

あ
ら
か
じ
め
係
員
に
そ
の
旨
を
伝

え
て
お
く
と
よ
い
。
係
員
は
リ
フ

ト
の
速
度
を
ゆ
る
め
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
止
め
た
り
し
て
、
安

全
に
乗
せ
て
く
れ
る
。
声
を
か
け

な
か
っ
た
ば
っ
か
り
に
、
う
ま
く

搬
器
（
リ
フ
ト
の
椅
子
）
に
乗
り
そ

こ
ね
て
転
倒
し
て
し
ま
い
、
折
角

の
楽
し
み
を
目
前
に
し
て
病
院
へ
、

と
い
う
悲
し
い
結
果
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
声
を
か
け
て
お
け
ば
、

降
り
る
と
き
に
も
下
か
ら
連
絡
が

い
く
の
で
、
所
定
の
番
号
の
搬
器

が
着
く
と
安
全
に
降
り
ら
れ
る
よ

う
に
上
で
も
手
を
貸
し
て
く
れ
る
。

リ
フ
ト
乗
車
中
に
搬
器
を
揺
ら
し

て
は
い
け
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
忘
れ
が
ち
な
の
が
深
く
腰
掛

け
る
と
い
う
こ
と
。
リ
フ
ト
は
急

に
止
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な

と
き
、
浅
く
腰
掛
け
て
い
る
と
、

停
止
し
た
反
動
で
下
に
落
ち
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

ゲ
レ
ン
デ
に
着
い
た
ら
、
滑
り

出
す
前
に
天
候
を
確
認
し
よ
う
。

吹
雪
や
霧
が
出
て
い
て
視
界
が
遮

ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ

ま
り
ひ
ど
い
場
合
は
天
候
が
落
ち

着
く
ま
で
し
ば
ら
く
待
つ
こ
と

も
必
要
だ
。

　

滑
る
と
き
は
、
決
め
ら
れ
た
コ

ー
ス
以
外
で
は
絶
対
に
滑
ら
な
い

こ
と
。
こ
れ
は
あ
た
り
前
の
よ
う

だ
が
、「
残
念
な
が
ら
最
近
は
管

理
区
域
外
で
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
や
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
」
と
江
尻
さ
ん
は
言
う
。

　
「
コ
ー
ス
外
の
方
が
誰
も
滑
っ

て
い
な
い
の
で
面
白
い
と
思
っ
て

し
ま
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
一
見
大
丈
夫
な
よ
う
に
見
え

る
場
所
も
、
実
際
に
は
危
険
だ
か

ら
立
入
禁
止
に
し
て
い
る
の
で
す
。

と
く
に
雪
崩
に
よ
る
危
険
は
多
い

で
す
。
年
に
何
件
か
は
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
踏
み
込
ん
で
雪
崩
に
巻

き
込
ま
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
」

　

ま
た
、
春
先
な
ど
で
は
、
樹
木

が
木
の
周
り
の
雪
を
溶
か
し
て
大

き
な
穴
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
、

そ
こ
に
落
ち
る
危
険
も
あ
る
。

　

さ
て
、
い
ざ
滑
り
出
し
た
ら
、

優
先
権
は
下
の
方
を
滑
っ
て
い
る

人
に
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て

この冬、ウインタースポーツができるのを待ちこがれている人も多いだろう。
だが、安全に楽しむためにはそれなりのルールを知っておくことも大切だ。
冬山で遊ぶための大切な心得とは？
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知っておきたい
事前の準備

　スキー用品を自分で揃えようと考え
ている人がいたら覚えておいてほしい
のが、S-B-B（スキー・ビンディング・
ブーツ）認定整備技術者のことだ。ス
キーは身体に合うものを選ばないと危
険だが、それを的確に判断してくれる
のが、S-B-B認定整備技術者である。
　スキーショップには必ずいるので、
購入時にこの資格をもった人であるこ
とを確認し、その人に相談に乗っても
らう。もし、友人から用品を譲っても
らった場合でも、そのままでは危険だ。
必ずスキーショップに行って自分に合
ったように調整してもらわなくてはな
らない。
　現在のスキー板はビンディングに流
れ止めが付いているが、案外知られて
いないのがスノーボードにもリーシュ
コード（流れ止め）が付いていること
だ。必ず装着してから滑走するように
しよう。スノーボードを履いている時
は問題ないが、休憩時にスノーボード
を脱いだ際にうっかりスノーボードを
流してしまうことがある。エッジがつ
いているスノーボードが流れていった
先に人がいたら大変な事故につながら
ないとも限らない。
　万が一のことを考えて、できれば、
損害保険に入っておくとよい。どこの
保険会社でも大抵は扱っている。出発
から帰宅までの事故の損害賠償や盗難、
また用品の破損までを補償するタイプ
や1日ごとに補償する保険などいくつ
か種類があるので、自分に合ったもの
を金額と相談して入っておくとよい。

ゲレンデで滑る前に安全・安心のため
に、事前にやっておくとよいことには
どんなことがあるだろうか。

欲
し
い
。
い
く
ら
自
分
が
上
手
い

か
ら
と
い
っ
て
、
後
ろ
か
ら
滑
っ

て
い
き
、
前
に
い
る
人
の
脇
を
い

き
な
り
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
下
っ
て

い
け
ば
、
前
の
人
は
び
っ
く
り
し

て
し
ま
う
し
、
ぶ
つ
か
る
危
険
も

あ
る
。
追
い
越
す
場
合
に
は
、
下

を
滑
っ
て
い
る
人
が
ど
ち
ら
に
滑

っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

見
極
め
た
上
で
、
充
分
そ
の
人
か

ら
離
れ
た
距
離
を
取
っ
て
滑
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

子
ど
も
連
れ
の
人
は
、
常
に
目

に
見
え
る
範
囲
に
子
ど
も
が
い
る

か
に
気
を
配
る
こ
と
。
つ
い
自
分

が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
子
ど
も

の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
、
大
切

な
子
ど
も
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
も

し
、
ど
う
し
て
も
自
分
が
楽
し
み

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
を
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
預
け
る
と
い
う

手
も
あ
る
。
ま
た
、
昔
取
っ
た
杵

柄
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
ス
キ
ー
を

滑
る
と
い
う
人
は
、
ス
キ
ー
板
が

以
前
に
比
べ
て
ず
っ
と
曲
が
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
。
以
前
の
ス
キ
ー

板
の
感
覚
か
ら
比
べ
る
と
、
曲
が

る
と
き
に
急
激
に
負
荷
が
か
か
る

と
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

も
し
も
事
故
に

遭
遇
し
た
場
合
に
は

　

滑
っ
て
い
る
う
ち
に
は
当
然
転

倒
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
は
で
き
る
だ
け
早
く
コ
ー
ス
上

か
ら
退
避
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

転
倒
し
た
ま
ま
の
場
所
に
い
る
と
、

上
か
ら
滑
っ
て
く
る
人
の
迷
惑
に

な
る
し
、
自
分
の
身
も
危
険
だ
。

　

も
し
事
故
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
あ
れ
ば
板
を
×
印

に
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
で
あ
れ
ば

ボ
ー
ド
を
雪
の
上
に
差
し
て
事
故

で
あ
る
こ
と
を
周
り
に
わ
か
る
よ

う
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
近
く
の

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
に
伝
え
る
か
、

も
し
近
く
に
い
な
い
場
合
は
、
携

帯
電
話
で
事
故
が
あ
っ
た
旨
を
ス

キ
ー
場
に
知
ら
せ
る
。
ま
た
、
事

故
は
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
当
事
者
・
目
撃
者

は
、
ス
キ
ー
パ
ト
ロ

ー
ル
か
ス
キ
ー
場
の

係
員
に
身
元
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
あ
と
で
裁
判

に
な
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
だ
。

　

以
上
、
ゲ
レ
ン
デ

で
の
マ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
と
頭
に
入
れ
た

上
で
、
雪
山
で
の
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

さ
あ
思
い
っ
き
り
楽

し
ん
で
き
て
ほ
し
い
！

スノースクート
新しいウインタースポーツのひとつであるスノースクート。自転車とスノーボードを
合わせたような道具を使い、スキーやスケートにはない自由自在な動きが楽しめる。

写真提供：ジック・ジャパン株式会社　http://www.snowscoot.co.jp/



　

１
９
６
０
年
頃
に
子
ど
も
時
代
を

送
っ
た
人
な
ら
、
誰
も
が
懐
か
し
い

ヒ
ー
ロ
ー
に
違
い
な
い
。『
日
の
丸

新
聞
』
の
少
年
記
者
・
富
士
進
は
、

ひ
と
た
び
事
件
が
起
こ
る
と
、
赤
い

帽
子
を
か
ぶ
り
、
黒
い
マ
ス
ク
に
黄

色
い
マ
フ
ラ
ー
を
な
び
か
せ
た
正
義

の
味
方
《
ま
ぼ
ろ
し
探
偵
》
と
し
て

悪
に
挑
む
。
普
段
は
『
デ
イ
リ
ー
・

プ
ラ
ネ
ッ
ト
』
の
新
聞
記
者
ク
ラ
ー

ク
・
ケ
ン
ト
が
事
件
に
な
る
と
ス
ー

パ
ー
マ
ン
に
変
身
す
る
の
と
そ
っ
く

り
同
じ
日
本
版
で
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
か
ら
月
刊
漫
画
雑
誌『
少
年
画
報
』

に
連
載
さ
れ
た
桑
田
次
郎（
現
・
二
郎
）

の
漫
画
『
ま
ぼ
ろ
し
探
偵
』
は
、
59

年
か
ら
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
、
そ
の
後
映
画
化
も
さ
れ
る
ほ
ど

の
人
気
で
あ
っ
た
。

　

お
も
ち
ゃ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
見
る
と
、
１
９
５
９
と
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
漫
画
か
ら
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
に
広
が
っ
て
放
映
が
始
ま
っ
た

年
だ
。

　
「
こ
れ
は
地
面
に
車
輪
を
こ
す
っ

て
走
ら
せ
る
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
（
は

ず
み
車
）
と
呼
ば
れ
る
お
も
ち
ゃ
の

一
種
で
す
。《
ま
ぼ
ろ
し
探
偵
》
は

団
塊
世
代
の
ぼ
く
ら
に
は
す
ご
い
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
と
し

て
は
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
い

ま
状
態
が
い
い
形
で
残
っ
て
い
る
の

は
と
て
も
少
な
い
の
で
す
」（
北
原
氏
）

　

当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
、
両
端
の

と
が
っ
た
マ
ス
ク
の
形
に
切
っ
た

紙
を
黒
く
塗
り
、
輪
ゴ
ム
を
つ
け
て

顔
に
と
め
れ
ば
、
だ
れ
も
が
憧
れ
の

《
ま
ぼ
ろ
し
探
偵
》に
な
れ
た
。

　

同
時
期
に
登
場
し
た
漫
画
の
ヒ
ー

ロ
ー
に
は
、同
じ
く
桑
田
次
郎
の『
月

光
仮
面
』（
こ
ち
ら
は
テ
レ
ビ
が
先
行
し
、

の
ち
に
漫
画
化
さ
れ
た
。
原
作
は
「
お

ふ
く
ろ
さ
ん
」
な
ど
の
作
詞
家
と
し
て

も
知
ら
れ
た
川
内
康
範
）
や
武
内
つ
な

よ
し
の『
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
』な
ど
も
あ

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
の
ヒ
ー
ロ
ー

も
バ
イ
ク
や
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
た

姿
で
登
場
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？

　

思
う
に
、
い
く
ら
ヒ
ー
ロ
ー
と
は

い
え
、
宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
ス
ー

パ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
空
を
飛
べ
る
わ

け
で
は
な
い
彼
ら
が
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
さ
っ
そ
う
と
悪
人
た
ち
の

前
に
現
わ
れ
る
に
は
、
戦
後
急
速
に

普
及
し
た
こ
の
よ
う
な
単
車
の
存
在

が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
に
違
い

な
い
。（
資
料
提
供
：
北
原
照
久
）

資料提供：横浜ブリキのおもちゃ博物館© 桑田次郎／少年画報社

ま
ぼ
ろ
し
探
偵

（
1
9
5
0
年
代
：
ブ
リ
キ
、
日
本
製
）

横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長
　北
原 

照
久
氏

女優・吉永小百合が 195 7年、ラジオ・
ドラマ『赤銅鈴之助』でデビューした
ことは比較的よく知られているが、テ
レビドラマ出演は、この年に始まった

『まぼろし探偵』が最初であった。
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